
令和６年度 自己評価結果公表シート 

あかし幼稚園 

 

１、評価項目の達成および取組状況 

評価項目 取 組 状 況 

１．教育課程や指導に

ついて 

・幼稚園教育要領への学びを深めたい。 

・様々な行事は同じことの繰り返しがベースとなっているが、季節や

世の中の流れに合わせて変えている部分もある。また、あえて繰り

返されていることで、大人も子どもも安定している。 

・職員間の話し合いもスムーズで、自分達の意見が言いやすく、皆で

柔軟に取り組めているのがいいところだと思う。 

・先輩からのアドバイスを生かせた時と、そうでない時があった。 

・同僚の動きや言葉掛けを見て、いいところを真似していきたい。 

・遊びの環境において、遊び込めない子どもに対する準備が足りなか

った。 

２．健康と安全への配

慮  

・外遊具の使い方やルールを、補助の先生と共有せねばならない。 

・滑り台、鉄棒は注意が不足していることがあった。 

・室内で走り回る時の効果的な声掛けを考えたい。 

・思わぬもの（身に付けている名札等）で怪我をするので、目配りは

必須。また、怪我した時の原因を一瞬では分からなくても、きちん

と推測して見つけておくことも大事。 

・欠席の子どもを把握しておく。 

３．幼児のみとりと理

解・対応  

・皆の努力は伝わってくるが、もう少しじっくり観察してほしい。 

・子どもの気持ちを決めつけてしまうことがあった。 

・言葉にできない子どもの思いを受け止めるよう、努力した。 

・補助の先生には表す子どもの本音を、共有しておく。 

・もっと子どもについての話し合いの時間に相談しておけばよかっ

た。 

・子ども同士の小さなトラブルを、自分の判断でサッサと終わらせて

いた。 

・トラブルへの対処は早期に！と、心掛けている。 

・子どもと一緒に遊びたいが、入り込みすぎると全体が見えなくなり、

難しい。 

・生活面では自立を促す言葉かけを心掛けた。 

４．教師としての資

質・能力・良識・適正 

・それぞれの担当の仕事は責任をもって行われている。 

・言葉選びが不得手なので、その部分の学びが必要。 

・公平さを大切にしたつもりだが、関わりが薄い子どももいたと思う。 

・園内の整理整頓は気を付けていた。また、無駄使いも慎んでいた。 

・掃除は特に補助の先生が念入りに行ってくれた。 

・チームワークはよい。情報共有はもちろんのこと、保育上の悩みや、 

仕事面のアドバイス等も日常的に行っている。 

・素直に、謙虚に、を心掛ける。 



５保護者への対応 ・保護者の話は親身になって傾聴している。 

・保護者には平等、公平に接するよう努めている。 

・トラブルが起こった時や体調が悪くなった時は、なるべく早く保護

者に伝えるように心がけた。 

・日々の様子を伝えるように気を付けたが、車の送迎の保護者に対し

ては配慮不足もあった。 

・伝えようと思っていたことを、先に子どもより耳にした保護者から

「先生から先に聞きたかった」と言われてしまい、タイミングを考

えさせられた。 

・守秘義務を徹底し、保護者から言われた事は全職員で共有している。 

６．地域の自然や社会

との関わり  

・地域社会との繋がりは大切と感じながらも、具体的な動きが出来て

いない。 

・あかしの事を知ってもらうという意味でも、出来る事がまだまだあ

るのでは、と思っている。 

・園庭開放への参加者や来園者には優しく声をかけ、挨拶するように

努めた。手厚く対応している。 

・在園児も小さいお友達に優しく接するよう促した。 

・近隣の方々との挨拶は欠かさないように心がけている。 

・秋の果物配りでは、お世話になっている方々へ家庭から持ち寄った

果物持参で感謝の気持ちを伝えられた。 

・芋の苗植え、芋ほりで地域の方々と交流した。 

・保幼小連絡会への出席はしているが、できれば卒園前の年長が、地

域の小学校に足を運べる機会を作れたらと思う。 

・近くの老人ホームとの交流を始めた。 

７．特別支援教育  ・補助の先生がとても手厚く動き、子ども理解に努めてくれている。 

・個別の指導計画が行き届いていなかった。 

・全職員が、要配慮の子どもに関わる情報を共有することが出来た。 

・クラスの子どもも、要配慮の子どもに対する理解や受け入れる心が

育った。 

・周りの保護者も要配慮の子どもに理解があり、クラスを運営する上

で助かった。 

・療育センターの方との連携がもっとできたら、と思った。 

８．研修 ・園内研修を学期末に行い、それぞれの保育の振り返りを次に生かし

ている。 

・学びとなる本の読みあいを通して、自分達の保育や考え方を反省し、 

新たな気付きを次に生かすようにしている。 

・職員同士が良く理解し合い、情報交換をしている。 

・公開保育にも機会があれば参加したいと意欲を持っている。 

・外部の研修へ積極的に参加していこう。 

・毎月のピアノレッスン参加。 

 

 

 

 

 

 



 

２、学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 

【２０２５年度 教育目標】 

 

愛と信頼 感謝と希望の生活 ～ともに～ 

今年度の指導の重点は、次の３点です。 

 

・まずは「遊び」を通して子どもとの信頼関係を築き、安定した情緒で過ごせることを 

第一にして、成長を助けていく。 

・保護者に園での様子や経験を伝えたり、子育ての相談にのることで、家庭が安心して 

預けられるように努める。 

・様々な個性を持つ子どもを深く理解出来るよう、研修を重ね、日々の気付きを 

職員間で共有していく。 

    

 

 

【総合的な評価】 

・職員の勤続年数が上がっていることも手伝って、「あかしの保育」への理解は深まっている。それに伴

い、行事への道筋も、必要があれば変更・工夫して、子どもの姿に合わせて進められている。 

・その分慣れによる配慮不足も見られたので、あらためて初心に帰り、遊びにの環境を整えたり、子ども

や保護者としっかり向き合うことが大切と考える。 

・家庭との連携を深め、信頼関係を築いていく上で、日ごろのコミニケションはもちろんのこと、保育内

容を分かりやすく伝えることを心掛けた。紙面・メール共に、的確に伝えられるように気を付けていく。 

また、保護者・子どもに対して十分な関わりが出来ていなかった面もあり、反省させられる。 

・職員の資質の向上を目指し、学期末は園内研修を行っているが、日常的にも小さな学び（技術面・精神

面）を重ねる努力をしていきたい。 

 

３、これから改善したいこと 

評価項目 具体的な取組状況 

１.教育課程・指導 ・幼稚園指導要録を学び、行っている保育と照らし合わせ確認する。 

・遊びのコーナーの工夫、一人ひとりへの配慮を考えて準備する。 

２．健康と安全への

配慮  

・外遊具のルールの徹底。（子どもに対して。職員間でも共有） 

・鉄棒、滑り台は常に注意してみておく。 

・欠席の子どもを把握し、必要があればこちらから連絡する。  
３．幼児のみとりと

理解・対応  

・子どもをじっくり観察することで、その子が求めているものを見出

せるようにする。 

・小さなことでも一人ずつの言い分をよく聞いて解決の手助けをする。 

・遊びの中に入りながらも、全体を見渡すのを忘れない。  
４．教師としての資

質・能力・良識・適

正  

・伝える際の言葉選びに気を付ける。語彙を身に付ける。 

・全体をよく見て、公平に子どもに接する。 

・謙虚な気持ちを忘れずに、周囲のアドバイスを素直に受け入れる。  



５保護者への対応 ・車送迎の保護者への配慮を忘れないように気を付ける。 

・保護者が不安にならないにように、どんなことでも早めに伝達する。  

６．地域の自然や社

会との関わり  

・地域社会との具体的なつながり方を考えて実行する。 

・小学校との交流が増えるよう働きかける。 

・園内の自然に目を向ける。 

７．特別支援教育  ・個別の指導計画書を保育に生かす。 

・補助の先生との情報共有を密にしていく。 

・療育センターとの連携を深める。 

８．研修  ・外部研修に積極的に参加する。 

・研修で身に付けたことを日々の保育に生かし、振り返りを行う。  

 

４、学校関係者の評価 

＊2024 年度学校評価委員（4 名 敬称略） 

佐々木英治（あかし幼稚園理事）    水田友香（あかし幼稚園理事） 

畑中真生（元あかし幼稚園母の会会長） 中島まり恵（元あかし幼稚園母の会役員） 

・保護者の「あかし」への熱い想いを感じた。 

・この幼稚園を見つけてやってくる保護者は、園の内容に対して満足していると思う。 

・あかしが持っている個性は強みだと思うので、そこは失わず持ち続けてほしい。 

・新入、転入の方に対してはホームページが役に立つので、引き続き更新作業をがんばってほしい。 

・保護者は園のことを細かく見てくれている。 

・アンケート結果を見ると、在園の保護者には園への不満はないので、あかしの良さをいかに外部の

人へ発信していくか、が大切になってくるのだろう。 

・いざという時の安全対策、危機管理意識を、職員の中で高めていってほしい。 


